
（様式－１ 表紙） 

 

 

  １ 調査名称：（敦賀市）総合都市交通体系調査 

 

 

 

 ２ 調査主体：敦賀市 

 

 

 ３ 調査圏域：敦賀市都市計画区域内 

 

 

 ４ 調査期間：平成２９年度～平成３０年度 

 

 

 ５ 調査概要： 

本市では、今後人口減少や少子高齢化により、現在の都市構造等が大きく変化 

していくことが予想される中、将来的に持続可能な都市構造を目指し、平成２８ 

年度より立地適正化計画の策定に着手した。その中において、道路交通網の検討 

は今後の本市におけるまちづくりの重要な要素であることから、長期事業に着手 

していない都市計画道路について、居住誘導区域及び都市機能誘導区域と整合を 

図りながら、平成２９年度から２ヵ年をかけ、福井県都市計画道路見直しガイド 

ラインに基づき、道路網の見直しを実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名称：（敦賀市）総合都市交通体系調査 

 

 ２ 報告書目次 

 

第１章 業務概要 

 

第２章 敦賀都市計画道路見直し評価結果の概要 

 

第３章 関係機関協議資料の作成 

 

第４章 都市計画決定変更図書（案） 

４－１ ３・４・１３号 西敦賀駅前線の変更図書（案） 

   ４－２ ３・４・１４号 白銀粟野線の変更図書（案） 

 

  第５章 個別路線（第２環状道路）の検証 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 委員会名簿等： 

委員会は現在設置していない。 

 

 

 

 
・都市計画課 
・嶺南振興局 
  敦賀土木事務所 道路課 

 
都市政策課（事務局） 

 
 
 

【関係課】 
・道路河川課 
・新幹線整備課 
・新幹線まちづくり課 
・ふるさと創生課 

敦賀市 

調整 
福井県 

調整 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

 本業務は、敦賀市内に存在する長期未着手都市計画道路について、福井県の「都市

計画道路見直しガイドライン」に基づいて平成２９年度に個々の路線区間ごとに計

画の必要性や事業実現性の評価を踏まえて実施した都市計画道路の見直し評価（案）

をもとに、３・４・１３号 西敦賀駅前線の全線廃止及び３・４・１４号 白銀粟野線

の区間廃止（終点変更）の妥当性について関係機関との協議調整を行い、今後の都市

計画変更手続きに向けた都市計画決定図書（案）の作成を行うことを目的とする。 

 

 

 ２ 調査フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

都市計画道路見直し評価（案）の整理 

都市計画決定図書（案）作成 

関係機関との協議 



 ３ 調査圏域図 

 

 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 

 ４ 調査成果 

 

第２章 敦賀都市計画道路見直し評価結果の概要 

敦賀市内に存在する長期未着手都市計画道路について、その必要性及び実現可能

性の観点から平成 29 年度に実施した都市計画道路見直し評価の結果によれば、次ペ

ージの図に示すとおり、3･4･13 号 西敦賀駅前線（区間番号３）については全線廃

止、3･4･14 号 白銀粟野線については粟野地内の区間番号４-Ｃ、４-Ｄ、４-Ｅの廃

止（終点変更）の方向性が案として示されている。 

なお、3･4･14 号 白銀粟野線の４-Ｃ区間については、敦賀市立地適正化計画にお

いて粟野交差点付近に乗換拠点（ハブ）を設ける計画となったことを踏まえ、本業

務では粟野交差点以西に変更している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 29 年度敦賀都市計画道路見直し評価結果図（※ 白銀粟野線４-Ｃ区間を一部変更） 

 
 



第４章 都市計画決定変更図書（案） 

４-１ 3･4･13 号 西敦賀駅前線の変更図書（案）（敦賀市決定） 

 

都市計画道路中 3･4･13 号西敦賀駅前線を廃止する。 
 
【理 由】 

3･4･13 号西敦賀駅前線は、3･4･12 号岡山松陵線から分岐して西敦賀駅に直結する

アクセス道路、沿道周辺（山泉地区）の健全な市街化促進を図るための幹線道路とし

て昭和 39 年に決定されたものである。 
近年の人口減少、少子高齢化の進行等、社会経済情勢の変化及び市街地や道路整備

状況を踏まえ、今回、「福井県都市計画道路見直しガイドライン（平成 19 年 2 月）」

に基づく評価を行った結果、アクセス対象である西敦賀駅の利用者の多くが近傍の敦

賀工業高校に通学する定期利用の生徒で占められ、高台に位置する西敦賀駅の立地条

件から車によるアクセス需要が極めて限定的で将来的な交通需要の増加も期待できな

いなど、現在では整備の必要性が低下している。 
また、地形的に大きな高低差があるため、道路による地域分断により地域コミュニ

ティの低下など、沿道周辺に与える影響が大きいなど、事業の実現上にも大きな課題

があることから、これを廃止する。 
 
 

新旧対照表 
                                   （  ）：変更前 

種

別 

名   称 位     置 区 域 構       造 

備考 
番号 路線名 起点 終点 

主 な 
経過地 

延 長 
構造 
形式 

車線 
の数 

幅員 
(ｍ) 

地表式の区間に

おける鉄道等と

の交差の構造 

幹
線
街
路 

(3･4･13) (西敦賀駅線) 
(敦賀市 
山泉 
41号) 

(敦賀市 
山泉 
13号) 

(敦賀市 
山泉 
28号) 

(約 
460ｍ) 

(地表式) (２車線) (16ｍ) 
(幹線街路との 

平面交差１箇所) 
 

－ － － － － - － － － －  

 
 
 
 
 
 



 

 

 

 
 



４-２ 3･4･14 号 白銀粟野線の変更図書（案）（福井県決定） 

 
都市計画道路中 3･4･14 号白銀粟野線を次のように変更する。 

 

種

別 

名   称 位     置 区 域 構       造 

備考 
番号 路線名 起点 終点 

主 な 
経過地 

延 長 
構造 
形式 

車線 
の数 

幅員 
(ｍ) 

地表式の区間に

おける鉄道等と

の交差の構造 

3･4･14 白銀粟野線 

敦賀市 

 
白銀町 

敦賀市 

市野々  
１丁目 

敦賀市 

昭和町 
2丁目 

約 
3,570ｍ 

地表式 ２車線 20ｍ 

3･3･10号坂ノ下 

金山線と立体交

差幹線街路と 
平面交差 8箇所 

 

 
【理 由】 

3･4･14 号白銀粟野線は、敦賀駅前通りを形成する 3･2･1 号敦賀駅港線から分岐し

て、当時の国道 27 号（現在は一般県道敦賀美浜線）に沿って昭和 31 年に決定され

たものであり、昭和 39 年にはこれを粟野駅に至るまで延伸し、中心市街地と粟野地

区を結び、粟野駅へアクセスするための幹線道路として決定されたものである。 
近年の人口減少、少子高齢化の進行等、社会経済情勢の変化及び市街地や道路整備

状況を踏まえ、今回、「福井県都市計画道路見直しガイドライン（平成 19 年 2 月）」

に基づく評価を行った結果、立地適正化計画において乗換拠点（ハブ）が設けられる

予定である粟野交差点以西の未着手区間については、国道 27 号金山バイパスや舞鶴

若狭自動車道、ふるさと夢街道などの並行道路の整備が進んだことで、現道を成す一

般県道敦賀美浜線の交通量は年々減少の一途を辿っているほか、アクセス対象である

粟野駅の利用者も計画決定当初から半減しており、道路交通上や市街地形成上、特に

大きな支障が生じていない中で、将来的にも交通需要の増加は見込めないなど、現在

では整備の必要性が低下している。 
また、金山地内においては既成の集落地内を貫通する計画であるほか、沢地内にお

いても現道から逸れる区間もあり、集落地の分断による地域コミュニティの低下に繋

がるおそれがあるなど、沿道地域に与える負の影響が大きい。また、野坂地内におい

ても、粟野駅へのアクセスにあたり、地形的に大きな高低差があるため、道路による

地域分断により地域コミュニティの低下など、沿道周辺に与える影響が大きいなど、

事業の実現上にも大きな課題があることから、粟野交差点以西の未着手区間を廃止し、

本路線の終点位置を変更する。 
ただし、歩行者等の安全性を確保する観点から、必要に応じて部分的に歩道拡幅な

どの措置を講じていく。 
 
 



新旧対照表 
                                   （  ）：変更前 

種

別 

名   称 位     置 区 域 構       造 

備

考 番号 路線名 起点 終点 
主 な 
経過地 

延 長 
構造 
形式 

車線 
の数 

幅員 
(ｍ) 

地表式の区間に

おける鉄道等と

の交差の構造 

幹
線
街
路 

(〃) (〃) (〃) 
(敦賀市 
野坂 
14号) 

(－) 
(約 
5,950ｍ) 

(〃) (〃) (16ｍ) 

(3･3･10号坂ノ下 
金山線と立体交差 
幹線街路と 

平面交差7箇所） 

 

3･4･14 白銀粟野線 
敦賀市 

 
白銀町 

敦賀市 
市野々  
１丁目 

敦賀市 
昭和町 
2丁目 

約 
3,570ｍ 

地表式 ２車線 20ｍ 

3･3･10号坂ノ下 
金山線と立体交差

幹線街路と 
平面交差8箇所※ 

 

※ 幹線街路との平面交差が８箇所に増えているのは、平成 13 年 3 月 22 日に 3･
5･28 野神中央線を追加決定（市告示第 19 号）していることによるものであ

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

 

 
 
 
 



第５章 個別路線（第２環状道路）の検証 

敦賀市都市計画マスタープラン（平成 21 年 7 月改訂）においては、将来都市構造

図及び道路網構想図に４つの環状道路と４つの放射道路が位置づけられている。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：敦賀市都市計画マスタープラン 
 



このうち、第２環状道路は、旧市街地全体を取り囲む道路で、郊外と既存市街地を

リンクするとともに市街地内部に流入する通過交通を排除する役割を持つ旧市街地環

状道路として位置づけられている。 
この第２環状道路を構成する路線区間のうち、現在、新たに 3･6･30 布田木ノ芽線

（仮称）として都市計画決定を予定している市道 171 号と 3･4･15 呉羽木崎線を連絡

する未都市計画決定区間（東洋町～昭和町間）の必要性と実現可能性について検証を

行う。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：敦賀市都市計画マスタープラン 
 

第２環状道路 

検証区間 



 


